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労 働 運 動 委 員 会 ニ ュ ー ス
№２７５ ２０２０年９月２３日

コ
ロ
ナ
禍
で
外
国
人
労
働
者
の
生
活
不
安
に
応
え
る

ス
ク
ラ
ム
ユ
ニ
オ
ン
ひ
ろ
し
ま
の
労
働
相
談

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て

い
る
の
が
わ
か
る
。

９
月

日
に
引
き
続
き
、
出
雲

19

市
に
お
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
た
め

の
「
労
働
相
談
会
」
を
実
施
し
た
。

様
々
な
問
題
を
抱
え
た
労
働
者

が
、
や
っ
て
来
る
。
一
つ
ひ
と

つ
の
案
件
に
真
摯
に
取
り
組
み
、

話
を
聞
き
、
解
決
に
向
け
て
の

議
論
が
で
き
た
。

日
も
、「
さ

21

ん
ぴ
ー
」
の
出
雲
で
相
談
会
を

開
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
解
雇
や
雇
い
止
め
に
齒
止
め
が

か
か
ら
な
い
。
厚
労
省
の
発
表
で
さ
え
５
万
３
千
人
（
実
際
は
７
倍
に
）

を
超
え
た
。
そ
の
中
で
も
外
国
人
労
働
者
の
解
雇
・
雇
い
止
め
は
深
刻
だ
。

ス
ク
ラ
ム
ユ
ニ
オ
ン
ひ
ろ
し
ま
は
、
中
国
地
域
で
の
労
働
相
談
を
集
中
的

に
取
り
組
み
、
外
国
人
労
働
者
の
生
活
不
安
に
応
え
て
い
る
。

【
広
島
発
】
ス
ク
ラ
ム
ユ
ニ
オ
ン

ひ
ろ
し
ま
定
期
大
会
か
ら
１
か
月

経
ち
、
８
月
２
日
、
定
例
執
行
委

員
会
を
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
労
働
者
の
環
境
は
、
ま
す
ま

す
悪
化
し
て
い
る
。
暑
く
な
っ
て

も
、
休
ん
で
い
る
暇
は
な
い
。
ス

ク
ラ
ム
ユ
ニ
オ
ン
の
高
齢
化
も
問

題
と
な
っ
て
い
て
、
若
手
の
育
成

が
今
年
の
課
題
と
し
て
い
る
。

岡
山
で
派
遣
社
員
と
し
て
働
く

方
の
相
談
に
行
っ
て
き
た
。
休
業

状
態
が
長
く
続
い
て
い
て
、
今
後

の
生
活
が
不
安
な
よ
う
だ
。
や
さ

し
い
日
本
語
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
情
報
が
も
っ
と
必
要
だ
と

感
じ
て
い
る
。
そ
の
後
、
美
咲
町

で
技
能
実
習
を
し
て
い
る
方
を
訪

問
し
た
。
こ
ち
ら
は
特
定
活
動
に

切
り
替
え
が
で
き
て
、
当
面
は
心

配
な
さ
そ
う
だ
。

９
月

日
、
島
根
県
出
雲
市

18

に
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
分
会
の
執
行

委
員
会
を
開
い
た
。
自
分
た
ち
の

「
労
働
者
と
し
て
の
権
利
」
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
地
域
に
根
付
い
て

生
活
し
て
い
く
自
信
を
つ
け
て
い

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
集
住
地
域
は
、

全
国
で
も
数
え
る
ほ
ど
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
こ
島
根
県
出
雲
市
に

「
戦
争
法
５
年
」
に
抗
議

日
行
動
の
国
会
で
一
人
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

19山
下
慶
喜
さ
ん
（
大
阪
茨
木
市
）

は
、
さ
よ
な
ら
原
発
首
都
圏
集
会

（

日
・
日
比
谷
野
音
集
会
）
に

18
大
阪
か
ら
駆
け
つ
け
た
。

翌
日
の
「
国
会

日
行
動
」
は

19

帰
阪
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、

５
年
前
の
戦
争
法
案
で
は
、
抗
議

す
る
国
会
周
回
ラ
ン
を
し
た
。
ま

た
、
今
年
の
５
月

日
に
も
「
検

12

察
庁
法
改
正
」
に
抗
議
す
る
国
会

周
回
ラ
ン
を
し
た
。

「
怒
り
の
戦
争
法
採
決
」
か
ら

５
年
。
当
時
は
、
多
く
の
民
が
国

会
前
に
集
ま
り
声
を
上
げ
た
。
今

回
の
「

日
行
動
」
は
、
予
定
も

19

あ
り
、
集
会
開
催
前
の
午
前
中
に

国
会
正
門
前
に
出
向
い
た
。
パ
ネ

ル
を
掲
げ
て
抗
議
さ
れ
て
い
る
方

や
集
会
に
備
え
て
ス
ピ
ー
カ
ー
の

設
置
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
た
」
と

コ
メ
ン
ト
が
届
い
た
。

19 日15時、上記と同じ場所で

ブラジル人分会執行委員会 出雲市で

ユナイテッド不当解雇撤回！
成田空港情宣行動

９月２６日 １４時３０分
成田空港第１ターミナル

南ウイング第3サテライト31番ゲート手前

◆成田ベース閉鎖に抗議連帯して闘います（吉良紀子）

19日午前中の国会正門前で



井
関

条
裁
判

上
告
弁
論
の
行
方
は

20
郵
政
・
メ
ト
ロ
・
大
阪
医
科
大
の
判
決
が
影
響

Ｊ
Ａ
Ｌ
早
期
解
決
を
迫
る

羽
田
ア
ピ
ー
ル

争
議
解
決
す
る
気
は
あ
る
の
か
?!

９
月

日
、

時
か
ら
羽
田
第

22

12

１
タ
ー
ミ
ナ
ル
８
番
バ
ス
停
周
辺

に
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
を
は
じ
め
支
援

者
２
０
４
名
が
集
ま
り
、
「
早
期

解
決
を
迫
る
羽
田
ア
ピ
ー
ル
」（
主

催
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
国
民

支
援
共
闘
会
議
）
が
行
わ
れ
た
。

新
社
会
党
も
組
織
的
に
支
援
の
輪

に
加
わ
っ
た
。

こ
の
間
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
は
、
特

別
協
議
開
始
か
ら
２
年
４
ヶ
月
、

特
別
協
議
は

回
を
重
ね
た
。
乗

14

員
・
客
乗
両
組
合
に
提
案
さ
れ
て

い
る
の
は
、
「
地
上
職
を
希
望
す

る
人
に
は
職
場
を
探
す
」
。
そ
ん

な
も
の
で
、
全
面
解
決
に
な
ら
な

い
。
「
雇
用
維
持
は
絶
対
条
件

だ
！
」
（
５
月

日
の
経
営
協
議

21

会
で
赤
坂
社
長
発
言
）
を
Ｊ
Ａ
Ｌ

は
重
く
受
け
止
め
て
い
な
い
。
会

社
に
社
員
の
信
頼
が
無
く
な
っ
て

い
る
。

年
前
も
解
雇
し
な
い
と

10

約
束
し
て
、
解
雇
を
強
行
し
た
。

「
ま
た
、
コ
ロ
ナ
解
雇
す
る
の
で

は
」
の
不
安
が
職
場
を
支
配
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
飛
行
機
の
減
便
、

空
港
利
用
者
が
大
幅
に
減
っ
て
い

た
が
、
こ
の
４
連
休
は
普
段
に
戻

っ
た
よ
う
に
空
港
ロ
ビ
ー
は
、
大

変
な
人
混
み
に
な
っ
て
い
た
。

到
着
フ
ロ
ア
の
８
番
バ
ス
停
周

辺
は
、
お
よ
そ
２
０
０

も
横
並

m

ぶ
隊
列
が
伸
び
た
。
横
断
幕
、

ボ
ー
ド
な
ど
を
掲
げ
、
対
面
す

る
道
路
に
も
支
援
団
体
の
の
ぼ

り
旗
と
主
体
と
な
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
争

議
団
が
、
大
型
ボ
ー
ド
や
横
幕

を
掲
げ
た
。
１
時
間
の
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル
は
、
争
議

団
、
支
援
者
で
成
果
の
共
有
が

で
き
た
。

９
月

日
、
え
ひ
め
ユ
ニ
オ
ン

20

の
定
期
大
会
が
開
か
れ
た
。
ユ
ニ

オ
ン
結
成

周
年
の
記
念
講
演
と

20

し
て
、
ソ
フ
ィ
オ
法
律
事
務
所
の

三
輪
晃
義
弁
護
士
に
講
演
を
お
願

い
し
た
。

え
ひ
め
ユ
ニ
オ
ン
井
関
分
会

は
、
労
契
法

条
裁
判
で
松
山

20

地
裁
、
高
松
高
裁
で
格
差
を
認

め
る
不
当
判
決
を
受
け
た
。

「
賞
与
は
賃
金
の
後
払
い
」
だ

と
繰
り
返
し
主
張
し
て
き
た
が
、

地
位
確
認
と
賞
与
を
求
め
た
控
訴

審
（

年
７
月
４
日
・
高
松
高
裁
）

19
は
、
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
を
認

め
な
い
不
当
判
決
に
な
っ
た
。
会

社
は
３
年
以
上
も
団
体
交
渉
を
拒

否
を
続
け
、
裁
判
の
不
当
判
決
に

組
合
員
・
原
告
は
怒
り
に
耐
え
な

い
と
上
告
を
決
意
し
た
。

最
高
裁
へ
の
上
告
受
理
申
し
立

て
は
、
昨
年
７
月
に
提
出
を
し
い

る
。三

輪
弁
護
士
に
よ
る
と
、
高
裁

の
判
断
を
維
持
す
る
場
合
は
弁
論

を
せ
ず
に
判
決
も
あ
る
と
話
さ
れ

た
。そ

の
意
味
で
、
最
高
裁
が
労
契

法

条
判
決
を
す
る

月

日

20

10

13

（
郵
政
）
、

日
（
メ
ト
ロ
コ
マ

15

ー
ス
・
大
坂
医
科
薬
科
大
）
の
判

決
次
第
で
、
井
関

条
裁
判
の
判

20

決
も
同
時
に
出
る
可
能
性
が
あ
る

と
付
け
加
え
た
。
そ
う
な
ら
な
い

場
合
は
、
弁
論
に
入
る
こ
と
に
な

る
。
え
ひ
め
ユ
ニ
オ
ン
は
、
「
弁

論
を
進
め
、
賞
与
の
格
差
を
解
消

す
る
判
決
を
勝
ち
取
り
た
い
」
と

強
い
思
い
の
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。

昨年7月、高松高裁判決に臨む原告団


